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No.1中山眞二 議員P.9

1. 新型コロナについて

No.6タナカ・キン 議員P.11

1. 新型コロナウイルス関連について

No.12山﨑雅男 議員
（新風みらい）

P.14

1. 周辺土地利用を考慮した吉田南
地区の農振除外及び用途地域拡
大について

2. 多面的機能支払交付金事業取り
組み現状について

No.7大岩　勉 議員
（新風みらい）

P.12

1. 小中学校の教育指導問題につい
て

2. 燕市出身大学生に対しての支援
給付について

3. 遊休市有地の残地売却の取り組
みについて

No.13柳川　隆 議員
（市民クラブ）

P.15

1. 市民生活行政について

2. 産業振興行政について

No.8堀　勝重 議員
（新風みらい）

P.12

1. 安心安全なまちづくりについて

2. 健康づくりについて

P.14
No.11土田　昇 議員

（日本共産党）
1. 人口減少対策について

2. 国道116号線吉田バイパスに
ついて

No.9齋藤信行 議員
（大河の会）

P.13

1. 大河津分水路について

2. 小中学校の教育課題について

No.2樋浦恵美 議員P.9

1. 新型コロナウイルス感染症緊急
経済対策について

2. 若者就労支援事業について

No.5長井由喜雄 議員P.11

1. 新型コロナのもとでの医療体制
の問題について

2. 新型コロナから市民の暮らしを
守ることについて

一般質問
＊本文は、質問した議員本人が要約して執筆したものです＊

6月議会は13名の議員が質問に立ちました。

全質問項目は下記のとおりです。（マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています）

13名の

議員が
聞いた！

No.10柴山　唯 議員
（チームつばめ）

P.13

1. ひとり親・生活保護受給家庭へ
の地域の生活支援について

会派代表新風みらい

市民クラブ

公明党

No.3塙　豊 議員P.10

1. コロナウイルス問題について

大河の会

No.4小林由明 議員P.10

1. 各種支援制度との確実な結び付
けについて

チームつばめ

日本共産党

その１

樋浦恵美 （公明党）

ミヂカナ・モンダイヲ・ギインガ・キキマス

緊
急
経
済
対
策

　
「
特
別
定
額
給
付
金
」　

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
景
気
・
経
済
を
直
撃
す
る

中
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
国
民
1
人

あ
た
り
一
律
10
万
円
を
給
付
す
る
特
別
定

額
給
付
金
の
申
請
手
続
き
が
始
ま
っ
た
。

申
請
し
た
く
て
も
で
き
な
い
な
ど
、
手
続

が
困
難
な
方
も
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に

は
、
改
め
て
郵
送
に
よ
る
お
知
ら

せ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
福
祉

施
設
や
民
生
委
員
の
方
に
相
談
等
の
協
力

を
お
願
い
す
る
な
ど
、
支
援
を
受
け
た
い

方
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

問
三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
燕
出
張
相
談
に
よ
る
若

者
就
労
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
本
年
６
月

よ
り
出
張
相
談
の
会
場
が
２
か
所
増
え
、

市
内
４
か
所
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
よ
り
、
従
来
の
15
歳

〜
39
歳
ま
で
の
相
談
に
加
え
、﹁
サ
ポ
ス

テ
・
プ
ラ
ス
﹂
と
し
て
、
40
歳
〜
49
歳
の

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
を
対
象
と
し
た
就

労
支
援
が
始
ま
っ
た
が
、
今
後
の
利
用
促

進
や
周
知
も
含
め
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答
出
張
相
談
の
会
場
に
つ
い
て
は
燕

庁
舎
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
加

え
、
吉
田
産
業
会
館
、
中
央
公
民
館
の
４

か
所
と
し
た
。
さ
ら
に
、
分
水
地
区
の
会

場
も
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
広

報
等
で
情
報
提
供
し
、
相
談
者
の
就
労
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

燕市の申請期限は「8月19日まで」

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策

に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
燕
市

の
経
済
、
と
り
わ
け
産
業
に
お
け

る
影
響
と
支
援
策
は
。

答
市
内
企
業
へ
の
影
響
を
把
握
す
る

た
め
に
、
４
月
以
降
毎
月
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
５
月
の
調
査

に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
に
影
響
が

出
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て

い
く
と
認
識
し
て
い
る
。﹁
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

11
﹂、さ
ら
に
追
加
策
と
し
て
﹁
プ
ラ
ス
５
﹂

と
拡
充
し
、
国
に
先
行
し
て
支
援
策
を

行
っ
て
い
る
。

問
申
込
み
の
多
い
家
賃
補
助
は
６
月

ま
で
だ
が
、
延
長
す
る
の
か
。

答
国
の
２
次
補
正
で
家
賃
支
援
給
付

金
が
創
設
さ
れ
、
市
の
支
援
と
重

複
す
る
の
で
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

問
順
調
な
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
り
、
支
援
に
回
せ
る
資
金

に
は
余
裕
が
あ
る
。
予
算
を
超
え
た
申
込

み
が
あ
る
支
援
策
へ
の
対
応
や
、
追
加
支

援
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
財
政
調
整
基
金
が
底
を
つ
い
て
も

経
済
、
市
民
生
活
の
支
援
に
取
り

組
む
つ
も
り
だ
。

問
指
定
管
理
施
設
で
長
期
休
館
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
雇
用
調
整
助
成

金
を
申
請
し
て
い
る
の
か
。

答
売
上
げ
減
が
要
件
。
対
象
は
４
施

設
で
、
申
請
手
続
中
で
あ
る
。
休

館
中
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
仕
事
や
、
コ
ロ

ナ
対
策
業
務
を
し
て
い
る
。

問
雇
用
助
成
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、

人
件
費
を
含
む
指
定
管
理
料
を
満

額
取
る
こ
と
は
、
人
件
費
の
２
重
取
り
に

な
ら
な
い
か
。

答
最
終
収
支
を
踏
ま
え
調
整
し
、
場

合
に

よ
っ
て
は
指

定
管
理
料
を

変
更
す
る
。

中山眞二 （新風みらい）

スマホなどからＱＲコードを読み取ると、その議員の議会映像が見られます。

新型コロナウイルス
感染症対策

新型コロナウイルス感染症に関する会派代表質問

議会も実践！

一般質問も
　“ひと工夫”

●会議時間を短縮　
●各会派代表が新型コロナウイ

ルス感染症関連質問を行う
●必要性や緊急性がある内容に

すること

通常の一般質問
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困
っ
て
い
な
く
て
も

ご
相
談
を
！

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

世
界
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、
新
潟
県
に
お
い
て
も
、
企

業
の
倒
産
が
前
年
度
比
で
増
加
、
継
続
的

な
完
全
失
業
率
の
上
昇
も
見
ら
れ
て
い

る
。
困
窮
者
支
援
と
自
殺
防
止
に
つ
い
て

は
特
段
の
注
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
産
業
を
支
え
、
市
民
生
活
を
支
え
、

ふ
る
さ
と
燕
を
絶
対
に
守
る
。
そ

の
た
め
の
必
要
な
財
政
出
動
は
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇

し
な

い
と
い
う
強
い
信
念
、
覚
悟
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
児
童
の
心
の
ケ
ア
の
問
題
に
は
、

よ
り
一
層
の
注
意
を
向
け
、
確
実

に
支
援
に
結
び
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
が

い
か
が
か
。

答
外
部
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
適

宜
適
切
、
確
実
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
経
営
の
悪
化
が
、
す
な
わ
ち
生
活

の
困
窮
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多

い
が
、
必
要
な
支
援
に
確
実
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
、
た
ら
い
回
し
に
な
ら
な
い
細

や
か
な
相
談
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
分
野
横
断
的
な
支
援
体
制
と
す
る

よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け
て
い
る
。

問
申
請
書
類
の
作
成
も
同
時
に
行
え

る
相
談
会
等
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
申
請
書
類
の
作
成
支
援
も
同
時
に

行
え
る
よ
う
な
相
談
会
を
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経済状況は悪化。危機感を持って注視必要

秋
以
降
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
は

問
こ
の
秋
以
降
、
見
込
ま
れ
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
お
け
る

医
療
体
制
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
を
見
分
け
る
こ
と

は
難
し
い
。
今
ま
で
は
、
発
熱
症
状
が
あ

れ
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
を
す
れ
ば

よ
か
っ
た
が
、
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
あ
る
。
県
と
近
隣
市

町
村
と
で
、
検
査
体
制
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

答
政
府
の
専
門
家
会
議
が
緊
急
事
態

宣
言
解
除
後
、
初
め
て
と
な
る
提

言
の
中
で
、
感
染
の
次
な
る
波
に
備
え
る

た
め
、
都
道
府
県
に
対
し
、
検
査
体
制
、

医
療
体
制
、
医
療
供
給
体
制
な
ど
49
項
目

か
ら
な
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
示
し
、
検

査
や
医
療
な
ど
の
体
制
整
備
を
進
め
る
よ

う
に
求
め
て
い
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
医
療

体
制
の
整
備
は
、
感
染
症
法
に
基
づ
き
、

現
在
、
県
が
主
体
と
な
り
、
入
院
可
能
病

床
の
確
保
を
始
め
、
発
熱
外
来
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、

新
潟
県
独
自
の
指
標
や
基
準
を
示
し
進
め

て
い
る
。

　

燕
市
と
し
て
も
、
県
や
地
元
医
師
会
へ

の
後
方
支
援
と
し
て
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
防
護
服
な
ど
医
療
物
資
の

提
供
や
、
県
央
地
域
で
検
討
し
て
い
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
支
援
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
効
果
的
な
医

療
体
制
の
整
備
に
向
け
、
引
き
続
き
県
や

地
元
医
師
会
と
連
携
し
て
い
く
。

地域医療を守るため検査体制の整備を
塙　豊  （大河の会）

小林由明 （チームつばめ）

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な　

　
　

燕
の
子
供
た
ち

問
中
学
生
か
ら
体
育
祭
の
開
催
を
望

む
声
が
届
い
て
い
る
が
伺
う
。

答
市
教
育
委
員
会
と
し
て
、
今
後
と

も
中
学
校
長
会
と
連
携
を
密
に

し
、
市
内
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
傾
向
が
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
体
育
祭
が
安
全
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
。

問
学
校
が
再
開
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
長
期
休
み
明
け
と
異
な
り
、

学
校
に
行
け
な
か
っ
た
ス
ト
レ
ス
が
学
校

で
発
散
さ
れ
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
恐
れ

も
あ
る
。
子
供
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
は
十

分
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
一
斉
臨
時
休
業
等
の
措
置
の
影
響

か
ら
、
児
童
生
徒
が
生
活
の
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
い
じ
め
に
向
か
う

こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
連
絡

帳
な
ど
を
通
し
て
子
供
の
様
子
を
保
護
者

と
担
任
が
共
有
し
、
子
供
た
ち
の
不
安
な

心
の
状
況
を
的
確
に
察
知
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
、
い
じ
め
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活

用
し
、
状
況
に
応
じ
て
担
任
と
養
護
教
諭

が
情
報
を
共
有
し
た
上
で
個
別
の
面
談
等

を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
供

た
ち
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
緩
和
で
き
る

よ
う
、
通
常
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
派
遣
に
加
え
、
よ
り
き
め
細
か
に
一
人

ひ
と
り
の
心
の
ケ
ア
に
取
り
組
む
た
め
、

特
任
指
導
主
事
や
担
当
職
員
を
学
校
に
派

遣
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
臨
時
相
談
室

を
開
設
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
病
院
の

役
割
は
重
要

問
国
は
全
国
で
４
２
４
病
院
、
新
潟

県
内
は
2
番
目
に
多
い
22
病
院
を

再
編
が
必
要
だ
と
名
指
し
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
16
病
院
は
受
け
入
れ
準
備
を
し
て
い

た
と
い
う
。
国
が
﹁
削
減
・
統
合
﹂
と
い

う
病
院
を
、
地
域
が
﹁
そ
れ
じ
ゃ
あ
困

る
！
﹂
と
声
を
上
げ
る
こ
と
が
今
ほ
ど
大

事
な
と
き
は
な
い
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

集
中
・
高
度
治
療
室
は
10
万
人
対
比
で
、

新
潟
県
は
１
・
４
と
全
国
５
・
５
の
4
分

の
１
だ
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
検
査
箇
所
の
増
と
、

医
療
介
護
従
事
者
優
先
を
求
め
る
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

答
認
識
は
長
井
議
員
と
全
く
同
じ
。

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
体
制

は
稼
働
率
や
経
済
原
則
と
い
う
だ
け
で
も

の
を
考
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
市
と
し
て
言
う
べ
き

こ
と
は
、
し
っ
か
り
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
7
月
か
ら
開
設
の
見
込

み
。
市
と
し
て
も
支
援
し
た
い
。

問
市
長
は
じ
め
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
３
密
の
代
表
と
し

て
の
保
育
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
介
護
施
設
従

事
者
に
は
﹁
特
別
手
当
﹂
な
ど
独
自
支
援

策
を
求
め
た
い
が
い
か
が
か
。

答
公
務
員
に
は
条
例
に
定
め
の
な
い

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
新
設
も
考
え
た
が
人
事
院
規
則
に
準

じ
、
こ
れ
を
逸
脱
し
た
規
定
は
困
難
と
判

断
し
た
。
現
物
支
給
も
同
様
の
解
釈
に
至

り
、
残
念
な
が
ら
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

結
論
に
至
っ
た
。
力
不
足
で
申
し
訳
な
い
。

大事な地域病院が「再編・統合」に名指し
長井由喜雄 （日本共産党）

タナカ・キン  （市民クラブ）

スマホなどからＱＲコードを読み取ると、その議員の議会映像が見られます。
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堀　勝重 （新風みらい）

洪
水
対
策
と
各
種
健
診
の

対
応
対
策
は

問
中
ノ
口
川
等
の
河
川
区
域
内
に
お

け
る
雑
木
伐
採
等
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
信
濃
川
・
中
ノ
口
川
治
水
事
業
促

進
期
成
同
盟
会
等
の
要
望
活
動
等

を
通
じ
、
雑
木
伐
採
も
含
め
河
道
掘
削
や

堤
防
強
化
な
ど
防
災
・
減
災
が
一
層
進
む

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
必
要
な

取
組
を
行
っ
て
い
く
。

問
洪
水
対
策
に
お
け
る
避
難
所
開
設

の
体
制
や
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
更
新

し
、
既
存
避
難
所
の
空
き
部
屋
の

活
用
や
予
備
避
難
所
、
区
域
外
避
難
所
の

開
設
等
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
や
定

期
的
な
換
気
・
清
掃
・
消
毒
等
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
害
は
継
続
的

な
気
象
情
報
の
収
集
と
適
時
の
避
難
行
動

で
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
市
民

に
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

問
健
康
診
査
及
び
各
種
が
ん
検
診
等

の
受
診
状
況
と
、
今
後
の
実
施
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
公
共
施
設
等
を
会
場
に
、
集
団
で

実
施
し
て
い
た
特
定
健
診
及
び
健

康
診
査
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
当
面
見
合
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
健
診
機
関
を
会

場
に
、
完
全
予
約
制
時
間
割
に
よ
る
健
診

を
実
施
。
受
診
希
望
者
を
す
べ
て
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
健
診
体
制
の

仕
組
み
に
つ
い
て
、
関
係
者
及
び
健
診
機

関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

詳
細
決
定
後
、
対
象
者
へ
の
個
人
通
知

を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で

周
知
し
た
い
。

安心安全に暮らせる燕市に向けて！

燕
市
出
身
学
生
へ
の
支
援

積
極
的
に
！

問
入
学
後
す
ぐ
に
一
斉
休
校
と
な
り
、

１
年
生
児
童
の
心
理
面
を
懸
念
す

る
が
、
心
の
ケ
ア
の
取
組
を
伺
う
。

答
保
護
者
と
担
任
が
連
絡
帳
な
ど
を

通
し
て
共
有
し
、
状
況
に
応
じ
て

個
別
の
面
談
等
を
実
施
し
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
臨
時
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
。

問
中
止
と
な
っ
た
小
学
生
の
音
楽
パ

レ
ー
ド
は
、
日
程
や
会
場
を
変
更

し
開
催
で
き
な
い
か
。

答
児
童
生
徒
の
学
力
保
障
を
最
優
先

に
考
え
る
と
、
鼓
笛
隊
の
練
習
を

始
め
る
に
は
児
童
へ
の
負
担
が
大
き
く
、

今
年
度
中
の
代
替
開
催
は
困
難
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

問
一
斉
休
校
の
影
響
に
よ
る
小
中
学

生
の
授
業
日
数
対
策
と
し
て
、
夏

休
み
を
短
縮
す
る
の
か
。

答
授
業
時
間
不
足
は
小
学
校
で
平
均

約
87
時
間
、
中
学
校
で
平
均
約
83

時
間
程
度
で
あ
り
、
夏
休
み
等
を
15
日
程

度
短
縮
し
、
90
時
間
相
当
の
授
業
時
間
を

捻
出
す
る
。

問
燕
市
出
身
の
学
生
で
帰
省
の
制

限
、
自
粛
や
家
計
が
急
変
し
学
業

等
の
就
学
継
続
が
困
難
な
学
生
に
対
し
、

燕
市
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
。

答
無
利
息
で
貸
与
す
る
就
学
援
助
金

制
度
新
設
や
奨
学
金
の
貸
与
、
燕

市
出
身
の
帰
省
自
粛
の
県
外
学
生
へ
の
生

活
応
援
物
資
の
届
け
な
ど
、
今
後
も
で
き

る
支
援
を
積
極
的
に
続
け
て
い
く
。

問
道
路
区
画
整
備
等
に
よ
る
遊
休
市

有
地
の
残
地
の
売
却
を
積
極
的
に
。

答
可
能
な
限
り
売
却
等
を
行
い
、
財

源
確
保
に
努
め
る
。

 大岩 勉 （新風みらい）

◇学生の皆さんからのお礼の言葉

・燕市の出身であることに誇りを感じます

・ふるさとの温かさを改めて実感しました

・地元に貢献できるような社会人になりま
　す

・様々な人たちに支えられているのだと身
　にしみて感じました齋藤信行 （大河の会）

イッパンシツモンノ・セイゲンジカンハ・ヒトリアタリサ
ンジュップンデス

市
と
子
ど
も
食
堂
と
の

連
携
の
強
化
を

問
子
ど
も
食
堂
の
主
催
者
に
は
﹁
来

て
欲
し
い
家
庭
﹂
に
参
加
し
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
、
特
に
ひ
と
り

親
家
庭
・
生
活
保
護
受
給
家
庭
へ
の
情
報

提
供
を
行
政
に
相
談
し
た
が
、﹁
で
き
な

い
﹂
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
情
報
発
信
の

方
法
を
検
討
し
た
上
で
、
今
後
さ
ら
な
る

行
政
と
子
ど
も
食
堂
と
の
連
携
を
強
固
に

す
る
こ
と
を
願
う
が
、
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
も
支

援
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。答

子
ど
も
食
堂
の
運
営
は
主
催
者
だ

け
が
孤
軍
奮
闘
す
る
の
で
は
な

く
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
の
協
力
を
得
て
、
地
域
全
体
で
支
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
地
域
全
体
で
支
え
る
協
力

体
制
の
構
築
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
。

　

少
し
呼
び
か
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
協
力
の

輪
が
広
が
る
と
い
う
意
識
で
職
員
に
指
示

し
て
い
た
が
、
市
長
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
な
さ
が
今
の
状
況
を
招
い
て
い

る
と
お
詫
び
し
た
い
。
様
々
な
家
庭
に
情

報
が
行
き
届
く
よ
う
に
、
自
治
会
、
民
生

児
童
委
員
と
連
携
し
、
情
報
発
信
の
方
法

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
は
既
存
の
団

体
が
行
う
に
し
て
も
課
題
が
多
く
、
ま
ず

は
先
行
実
施
し
て
い
る
団
体
の
状
況
を
確

認
し
て
検
討
し
た
い
。

野菜など地域の支援で成り立っています

新
し
い
生
活
様
式
で
の

教
育
の
在
り
方

問
子
供
の
成
長
に
は
、
人
や
社
会
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
豊
か
に
学
ぶ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。﹁
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
﹂
の
中
で
、
い
か
に
人
や
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
作
り
出
し
て
い
く
の

か
、
今
後
の
燕
市
の
学
校
教
育
の
新
し
い

在
り
方
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
私
た
ち
に
多
く
の
影
響
を
も

た
ら
し
、
社
会
の
つ
な
が
り
方
に
も
大
き

な
変
化
を
迫
っ
て
い
る
。
国
内
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
普
及
さ

せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
業
務
を
進
め
る

な
ど
感
染
症
の
拡
大
を
抑
え
込
ん
で
き

た
。

　

市
教
育
委
員
会
も
、
児
童
生
徒
向
け
の

学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
特
設
サ
イ

ト
﹁
つ
ば
く
ろ
Ｗ
ｅ
ｂ
﹂
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
各
校
独
自
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

を
小
中
学
校
か
ら
配
信
す
る
こ
と
で
学
習

の
機
会
を
提
供
し
た
。
今
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
、
新
し
い
生
活

様
式
が
学
校
に
も
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
関
わ
り
方
は
推
進
す
べ

き
で
あ
り
、
有
効
な
活
用
方
法
を
一
層
研

究
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

学
校
教
育
の
根
幹
に
あ
る
子
供
同
士
を

は
じ
め
、
様
々
な
人
々
と
対
話
し
心
を
つ

な
ぎ
合
う
関
わ
り
方
を
大
切
に
す
る
た
め

に
、
先
端
技
術
の
活
用
を
進
め
、
物
理
的

な
距
離
を
保
持
し
つ
つ
、
心
理
的
な
距
離

を
縮
め
る
関
わ
り
方
を
構
築
し
、
新
し
い

生
活
様
式
に
お
け
る
学
校
教
育
の
在
り
方

を
考
え
て
い
く
。

教育の在り方が変わる局面なのか？

柴山　唯 （チームつばめ）

スマホなどからＱＲコードを読み取ると、その議員の議会映像が見られます。
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子育て世代から選ばれるまちへ

吉
田
南
地
区
用
途
地
域

拡
大
等
は　
　
　
　

問
本
市
と
し
て
目
指
す
べ
き
は
、
地

域
特
性
や
実
情
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
土
地
利
用
を
可
能
に
し
、
地
域
振
興
、

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
大
切
で
あ

る
が
、
吉
田
南
地
区
用
途
地
域
拡
大
等
に

つ
い
て
伺
う
。

答
燕
市
に
と
っ
て
重
要
地
域
で
、
現

在
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
物
販

施
設
等
が
併
設
さ
れ
、
新
タ
イ
プ
の
卸
売

市
場
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
に
は

交
通
安
全
面
、
環
境
面
等
の
対
策
を
講
じ
、

地
域
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
ほ
し
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
が
見
え
な
い
中
、
事
業
取
り

組
み
に
不
安
が
あ
る
が
、
可
能
な
住
宅
地

か
ら
進
め
る
の
も
一
つ
の
手
法
で
な
い
か
。

答
開
発
業
者
が
考
え
る
こ
と
で
、
市

が
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
る
も
の

で
は
な
い
。

問
令
和
元
年
度
か
ら
資
源
向
上
支
払

交
付
金
（
施
設
の
長
寿
命
化
等
）

が
原
則
﹁
工
事
１
件
当
た
り
上
限
２
０
０

万
円
﹂
と
制
限
さ
れ
た
。
農
地
集
積
・
集

約
化
の
た
め
、
本
制
度
を
活
用
し
て
の
環

境
整
備
が
遅
れ
る
こ
と
で
、
担
い
手
農
家

へ
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

答
農
家
の
労
力
軽
減
、
担
い
手
対
策

と
直
結
す
る
内
容
で
あ
り
、
国
へ

制
度
の
働
き
か
け
を
検
討
し
て
み
た
い
。

問
多
面
的
機
能
交
付
金
の
支
払
い
が

制
度
上
遅
い
た
め
、
組
織
等
が
一

時
立
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

対
応
策
は
。

答
県
に
対
し
早
期
交
付
決
定
を
要
望

し
、
市
も
早
く
交
付
決
定
で
き
る

よ
う
関
係
組
織
と
協
議
し
た
い
。

都市開発に向けて　土地利用計画図

人
口
減
少
対
策
と　
　
　

　
　

今
後
の
見
通
し
は

問
燕
市
の
人
口
は
、
平
成
12
年
の
8

万
４
２
９
７
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口

減
少
が
進
ん
で
、
今
年
の
6
月
1
日
の
広

報
で
は
、
7
万
８
９
７
７
人
と
20
年
間
で

５
３
２
０
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。答

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住
・
定

住
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
い
が
た
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
や
、
オ
ー

ル
に
い
が
た
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
な
ど
、

計
５
回
移
住
相
談
ブ
ー
ス
の
出
展
を
予
定

し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
全
て
延
期
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
移
住
な
ど
の
相
談
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
方
々
が
自
宅
か
ら
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
移
住
相
談
を
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。問

県
外
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
、
及
び
転

入
す
る
新
婚
世
帯
を
対
象
と
し

た
、
移
住
家
族
支
援
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

答
転
入
者
に
対
し
、
住
宅
取
得
費
の

一
部
を
助
成
す
る
移
住
家
族
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
念
頭
に
年
齢
制
限
を
撤
廃
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
子
育
て
世
代
の

呼
び
込
み
の
た
め
、
新
婚
世
帯
該
当
者
の

加
算
額
を
昨
年
度
ま
で
の
10
万
円
か
ら
30

万
円
に
増
額
し
、
実
施
し
て
い
る
。

　

５
月
末
時
点
で
37
件
、
予
算
執
行
率
で

約
70
％
の
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
、
そ

の
う
ち
新
婚
世
帯
該
当
者
の
件
数
は
16
件

と
な
っ
て
い
る
。

土田　昇 （日本共産党）

山﨑雅男  （新風みらい）

スマホなどからＱＲコードを読み取ると、その議員の議会映像が見られます。

トリクロロエチレンの排出抑制に向けて

ト
リ
ク
レ
ン
抑
制
と

　

 

未
来
投
資
促
進
法

問
平
成
29
年
度
の
届
け
出
情
報
に
よ

る
と
、
県
央
地
域
で
は
38
社
が
ト

リ
ク
レ
ン
を
使
っ
て
お
り
、
内
29
社
が
燕

市
内
。
こ
れ
は
実
態
と
は
大
き
く
違
っ
て

い
る
数
字
だ
と
思
う
が
。

答
県
で
使
っ
て
い
る
数
字
で
は
、
県

央
地
域
で
98
社
、
そ
の
う
ち
燕
市

内
が
80
社
。
ほ
か
に
販
売
業
者
４
社
の
集

計
で
は
２
１
０
社
に
な
る
。

問
実
態
把
握
が
急
務
で
あ
る
こ
と

と
、
県
の
検
討
会
の
代
表
の
コ
メ

ン
ト
に
あ
る
﹁
自
主
的
取
組
の
レ
ベ
ル
を

高
め
る
こ
と
﹂
に
つ
い
て
ど
う
い
う
具
体

策
が
あ
る
の
か
。

答
こ
の
５
月
に
販
売
業
者
や
検
査
機

関
も
加
わ
っ
て
、
燕
市
の
検
討
会

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
こ
で
情
報
を
持
ち
合

い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
く
。

加
え
て
、
市
で
は
環
境
負
荷
低
減
へ
の
周

知
、
啓
発
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
今

年
度
も
実
施
予
定
。
新
た
に
専
門
的
知
識

を
取
得
す
る
た
め
の
﹁
資
格
認
定
講
習
料

補
助
制
度
﹂
や
、
専
門
家
に
よ
る
個
別
指

導
を
受
け
る
際
の
費
用
を
支
援
す
る
﹁
専

門
家
派
遣
補
助
事
業
﹂
等
を
創
設
し
た
。

問
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し

た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
２
社
の
計
画
に
つ
い
て
本
年
３
月

30
日
に
県
内
第
１
号
と
な
る
新
潟

県
知
事
の
同
意
を
得
た
。

問
今
後
の
企
業
誘
致
と
団
地
造
成
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に
あ

る
経
済
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
し

ば
ら
く
は
足
踏
み
状
態
的
な
対
応
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

柳川　隆 （市民クラブ）(出典）新潟県環境対策課『トリクロロエチレン

の排出抑制に向けた自主的取組ガイドライン』

議会も実践！

　議場では、人と人との距離を保ち、密接や密集を避けるため、「１テーブルに１人着席」（通

常は「１テーブルに２人着席」）としました。

　そのため、傍聴席（　　 部分）の一部を「議席」とみなし、一部の議員が交代で傍聴席に座り、

本会議に参加しました。

　このような対応は、燕市議会として“初”の試みです。

えっ！？　傍聴席（※）に議員が？？

新型コロナウイルス
感染症対策

その2

（※）傍聴席…
傍聴席は、全部で48席。現在は、新型コロナウイルス感染症対策のため、
1席ずつ間隔を空けて着席するため24席となっている。


